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更
新

『
野
馬
臺
詩
』を
め
ぐ
る
説
話
譚

―
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
―

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

『
野
馬
臺
詩
』
の
研
究
は
、
多
く
説
話
の
観
点
か
ら
着
目
さ
れ
多
く
の
先
学
研
究
書
が
世
に
流
布
さ
れ
て
き
て
い
る
。
先
行
研

究
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
早
い
時
期
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
江
戸
期(

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
龍
集
丁
巳
孟
春
穀
旦
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
壬
午
季
夏
再
刻)

に
刊
行
さ
れ
た
高
井
蘭
山
編
『
野
馬
臺
詩
國
字
抄
』
全
一
冊
が
知
ら
れ
て
い
る
。
架
蔵
本(

東
都

書
林
板
元
、
江
戸
橋
四
日
市
上
總
屋
惣
兵
衞
・
同
所
上
總
屋
利
兵
衞)

を
以
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
後
版
に
、
『
野
馬
臺
詩
餘

師
』
全
一
冊
〔
弘
化
三
丙
午
年
（
一
八
四
六
）
夏
六
月
刻
成
、
東
都
書
肆
、
本
所
表
町
・
菊
地
虎
松
梓
〕が
あ
る
。

野
馬
臺
の
文
ハ
梁
の
禪
僧
寳
誌
和
尚
作
る
所
也
。
宝
誌
姓
は
朱
子
金

城
の
人
。
事
ハ
髙
僧
傳
に
出
。
昔
時
宝
誌
行

道
の
日
、

や

ば

だ
い

ぶ
ん

り
や
う

ぜ
ん
そ
う
は

う

し
お
し
や
う
つ
く

は
う

し

せ
い

し

ゆ

し
き
ん
じ
や
う

こ
と

こ
う
そ
う
で
ん

い
づ

む

か

し
は
う

し

ぎ
や
う
だ
う

ひ

化
女
忽
然
と
し
て
來
て
語
る
こ
と
舊
よ
り
相
識
れ
る
が
如
し
。
一
女
去
れ
バ
、
一
女
來
り
如
斯
す
る
こ
と
一
千
八
人
也
。
皆
箘

け

ぢ

よ
こ
つ
ぜ
ん

き
た
つ

か
た

も
と

あ
い
し
ら

ご
と

さ

き
た

か

く

ミ
な
く
に

の
終
始
を
云
。
和
尚

恠

て
千
八
人
の
女
を
以
て
字
を
作
れ
バ
、
則

倭
の
字
と
な
る
。
仍
て
倭
國
の
神
な
る
こ
と
を
知
る
。

し

う

し

お
し
や
う
あ
や
し
ん

じ

つ
く

す
な
わ
ち

わ

じ

よ
つ

わ

こ

く

し
ん

し

彼
女
の
言
を
認
て
一
十
二
韻
の
詩
を
作
、
將

來
に
貽
す
。
日
本
の
讖
文
也
。
吉
備
大
臣
、
武
帝
の
前
に
是
を
読
に
日
頃
祈
念

か
の

こ
と
ば

と
め

ゐ
ん

し

つ
く
り

し
や
う
ら
い

の
こ

に
つ
ほ
ん

し
ん
も
ん

き

び

だ
い
じ
ん

ぶ

て

い

ま
え

こ
れ

よ
む

ひ

ご

ろ

き

ね

ん

す
る
本
邦
和
州
長
谷
の
觀

音
、
蜘
蛛
と
現
し
、
絲
を
曳
て
讀
し
む
。
梁

の
誌
公
ハ
是
觀

音
大
士
に
し
て
自
ら
倭
箘
の
讖
文
を

ほ
ん
は
う

わ

し

う

は

せ

く
わ
ん
を
ん

く

も

げ
ん

い
と

ひ
い

よ
ま

り
や
う

し

こ
う

こ
れ
く
わ
ん
を
ん
だ

い
し

ミ
づ
か

わ

こ

く

し
ん
も
ん

作
た
る
も
知
る
べ
か
ら
ず
と
云
云
。

つ
く
り

し

と
記
載
し
て
い
る
。
五
言
十
二
韻
百
二
十
字
の
扶
桑
の
讖
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
吉
備
大
臣
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
第
四
十
五
代

ご
ん

ゐ
ん

ふ

そ

う

し
ん
も
ん

聖
武
天
皇
の
御
宇
に
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
安
倍
仲
麿
に
次
ぐ
遣
唐
使
と
し
て
唐
の
國
に
派
遣
さ
れ
、
仲
麿
は
帰
国
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
が
、
吉
備
真
備
は
日
本
に
再
び
戻
る
こ
と
が
出
来
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
時
真
備
は
、
こ
の
書
を
秘
し
て
伝
え
て
い

な
い
。
故
に
『
野
馬
臺
詩
』
は
遺
っ
て
い
て
も
読
む
人
が
い
な
か
っ
た
。
五
十
代
桓
武
天
皇
の
御
代
小
野
篁
に
勅
し
て
読
ま
せ
た
が
、

五

十

二

代

嵯

峨

天

皇

歟

小
野
篁
に
も
解
読
で
き
な
か
っ
た
『
野
馬
臺
詩
』で
あ
っ
た
。
そ
し
て
竟
に
、
長
谷
寺
に
参
詣
し
、
三
十
七
日
祈
誓
し
た
と
こ
ろ
、
大

士
、
ま
た
、
應
感
の
化
身
蜘
蛛
と
現
じ
て
誌
し
な
さ
っ
た
。
是
よ
り
本
朝
で
こ
の
詩
を
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
故
に
、
觀
音
の
悲
願
は
益
々
著
し
く
、
こ
の
『
野
馬
臺
詩
』
を
称
し
て
、
『
日
本
の
未
来
記
』
と
云
う
の
だ
と
い
う
。
因
み
に
、
中

世
の
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
卷
第
六
に
は
、
「
正
成
、
天
王
寺
未
來
記
披
見
ノ
事
」
と
云
う
章
に
、
「
當
人
王
九
十
五
代
。
天
下
一

亂
而
主
不
安
。
此
時
東
魚
來
呑
四
海
。
日
沒
西
天
三
百
七
十
餘
箇
日
。
西
鳥
來
食
東
魚
。
其
後
海
内
歸
一
三
年
。
如
猴
者
掠

天
下
三
十
餘
年
。
大
凶
變
歸
一
元
。
云
云
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
四
天
王
寺
に
伝
来
す
る
聖
德
太
子
の
未
来
記
と
の
連
関
性

を
今
後
考
察
す
る
こ
と
も
面
白
か
ろ
う
。

『
野
馬
臺
詩
』
の
百
二
十
文
字
の
な
か
に
、
「流
」
三
字
、
「
百
」二
字
、
「終
」二
字
、
「
中
」二
字
、
「
後
」
二
字
、
「
天
」
二
字
、
「国
」

二
字
、
「
水
」
二
字
、
「
孫
」
二
字
、
「
代
二
字
、
「
爲
」
二
字
と
同
字
使
用
が
多
く
、
智
永
『
千
字
文
』
の
ご
と
き
、
同
字
を
重
複
し
て

用
い
な
い
意
識
か
ら
す
れ
ば
将
に
拙
き
詩
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

ま
た
、
『
江
談
抄
』
卷
三-

雜
事
、
吉
備
入
唐
間
事
に
、
「
然
又
鬼
來
云
。
今
度
有
二

議
事
一

。
爰
高
名
智
德
行
二

密
法
一

僧
寶
志

尓

令
レ

課
テ
。
鬼
物
若
靈
人
告
ト
テ
、
令
二

結
界
一

テ
、
文
ヲ
作
テ
貴
下
ニ
讀
セ
ン
ト
云
事
ア
リ
。
力
モ
不
レ

及
ト
云
ニ
。
吉
備
術
盡
テ
居

之
間
。
如
レ

案
下
レ

樓
。
於
二

帝
王
前
一

令
レ

讀
二

其
文
一

。
吉
備
目
暗
テ
、
凡
見
二

此
書
一

字
不
レ

見
。
向
二

本
朝
方
一

。
暫
祈
二

申
本
朝
佛

神
一

神
者
住
吉
大
明
神

佛
者
長
谷
寺
觀
音

也
。
目
頗
明
ニ
シ
テ
文
字
許
見
ニ
無
下

可
二

讀
連
一

樣
上

ニ
。
蛛
一
俄
落
二

來
于
文
上
一
天

イ
ヲ
ヒ
キ
テ
ツ
ヽ
ク
ル
ヲ
ミ
テ
讀

了
。
仍
帝
王
并
作
者
モ
彌
大
驚
テ
。
如
レ

元
令
レ

登
レ

樓
弖

。
偏
不
レ

與
二

食
物
一

欲
レ

絶
レ

命
。
自
今
以
後
不
レ

可
レ

開
レ

樓
ト
云
ヲ
鬼
物
聞

レ

之
告
二

吉
備
一

。
々
々
尤
悲
事
也
。
…
江
師
云
、
此
事
我
慥
委
ハ
雖
レ

無
レ

見
レ

書
。
故
孝
親
朝
臣
之
從
二

先
祖
一

語
傳
之
由
被
レ

語



也
。
又
非
レ

無
二

其
謂
一

。
大
略
粗
書
ニ
モ
有
二

所
見
一

歟
。
…
…
」
と
記
載
す
る
。

さ
ら
に
、
『
江
談
抄
』
卷
五
・
源
中
將
師
時
亭
文
會
篤
昌
事
に
は
、
「
寶
志
野
馬
臺
讖
、
天
命
在
二

三
公
一

。
百
王
流
畢
竭
。
猿
犬

稱
二

英
雄
一

ト
見
タ
リ
。
王
法
衰
徴
。
憲
章
不
レ

被
レ

行
之
徴
也
。
豫
答
云
、
件
讖
何
事
起
乎
。
被
レ

命
云
、
未
レ

被
レ

知
歟
如
何
。
答

云
、
不
レ

知
候
。
被
レ

命
云
、
件
讖
者
是
我
朝
衰
相
ヲ
寄
テ
候
也
。
依
レ

之
將
來
、
號
二

讖
書
一

也
。
仍
爲
レ

之
日
本
國
云
二

野
馬
臺
一

也
。
又
渡
二

本
朝
一

有
二

由
緒
一

事
也
」と
あ
る
。

一

詩
の
文
字
内
容

始
―
定

壤
―
天

本
―
宗

初
―
功
―
元
―
建

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

終

臣
―
君

周
―
枝

祖

興
―
治
―
法

主

｜

｜

｜

｜

谷

孫
―
走

生
―
羽

祭
―
成
―
終
―
事

衡

｜

｜

｜

｜

｜

｜

塡
―
田

魚
―
鱠

翔

世
―
代
―
天
―
工

翼

｜

｜

｜

｜

孫
―
子

動
―
戈

葛

百
―
國
―
氏

右

輔

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

昌

微
―
中

于
―
後

東
―
海
―
姫

司
―
爲

｜白

失
―
水

寄
―
胡

空
―
爲
―
遂

國
―
喧

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

龍
―
游

窘
―
急

城

土
―
茫
―
茫

中

鼓

｜

｜

｜

｜

牛
―
眈

食
―
人

黄

赤
―
與
―
丘
―
青

鐘

｜

｜

｜

｜

｜

｜

膓

鼠
―
黑

代
―
雞

流
―
畢
―
竭
―
猿

外

｜

｜

｜

｜



丹

盡
―
後

在
―
三

王

英
―
稱
―
犬

野

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

水
―
流

天
―
命

公
―
百

雄
―
星
―
流
―
飛

［
首
］
是
よ
り
讀
は
じ
め
東
海
姫
氏
國
と
罫
引
乃
通
り
に
茫

茫
遂

爲
レ

空
と

こ
れ

よ
ミ

と
う
か
い
き

し

こ

く

け
い
ひ
き

と
ほ

ば
う
ば
う
と
し
て
つ
ひ
に
な
ら
ん

く
う
と

［
尾
］
是
に
て
讀
畢
る
也
。
國
字
附
末
に
あ
れ
バ
見
合
よ
む
べ
し
。

こ
れ

よ
ミ
を
は

か

な

づ

け

ミ
あ
わ
せ

《
本
文
解
読
文
》

東
海
姫
氏
國

百
世
代
二

天
工
一

と

う

か

い

き

し

の

く

に

も

ゝ

よ

か
わ
る

て

ん

こ

う

に

右
司
爲
二

輔
翼
一

衡
主
建
二

元
功
一

い

う

し

な

る

ほ

よ

く

と

か

う

し

ゆ

た

つ

げ
え
ん
こ
う
を

初
興
二

治
法
事
一

終
成
レ

祭
二

祖
宗
一

は
じ
め
に
ハ
お
こ
し

ぢ

は

ふ

の

こ
と
を

を
は
り
に
ハ
な

す

ま
つ
る
こ
と
を

そ

そ

う

を

本
枝
周
二

天
壤
一

君
臣
定
二

始
終
一

ほ

ん

し

あ
ま
ね
く

て
ん
じ
や
う
に

く

ん

し

ん

さ
だ
む

し

し

う

を

谷
塡
田
孫
走

魚
膾
生
レ

羽
翔

こ

く

て

ん

で

ん

そ

ん

に
は
し
り

ぎ

よ

く

わ

い
し
や
う
じ
て

は
ね
を
か
け
る

葛
後
干
戈
動

中
微
子
孫
昌

か

つ

の

の

ち

か

ん

く

わ

う
ご
き

な
か
ご
ろ
び
に
し
て

し

そ

ん

さ
か
ん
な
り

白
龍
游
失
レ

水

窘
急
寄
胡
城

は

く

り

よ

う
お
よ
ひ
で
し
つ
し

ミ
づ
を

き
ん
き
ふ
に
し
て
よ

す

こ
じ

や

う

に

黄
雞
代
レ

人
食

黑
鼠
眈
二

牛
膓
一

く

ハ
う

け

い
か
わ
つ
て

ひ
と
に
し
よ
く
し

こ

く

そ

く
ら
ふ

ぎ
う
ち
や
う
を

丹
水
流
盡
後

天
命
在
二

三
公
一

た

ん

す

い
な
が
れ
つ
き
て

の

ち

て

ん

め

い
あ
ら
ん

さ

ん

こ
う

に

百
王
流
畢
竭

猿
犬
稱
二

英
雄
一

は

く

わ

う

の
な
が
れ
こ
と
ご
と
く
つ
き
て

え

ん

け

ん

し
よ
う
す

え

い
い
う

と

星
流
飛
二

野
外
一

鐘
鼓
喧
二

國
中
一

ほ

し

な
が
れ
て
と

び

や

ぐ

わ

い
に

し

や

う

こ
か
ま
び
す
し

こ
く

ち

う

に

靑
丘
與
二

赤
土
一

茫
茫
遂
爲
レ

空

せ

い
き

う

と

と

せ

き

ど

ば
う
ば
う
と
し
て
つ
ゐ
に
な
ら
ん

く
う
と

《
訓
読
文
》

東
海
、
姫
氏
の
國

百
世
、
天
工
に
代
る
。

右
司
、
輔
翼
と
爲
り
、
衡
主
、
元
功
を
建
つ
。

初
め
に
、
治
法
の
事
を
、
興
し
、
終
に
は
、
祖
宗
を
祭
る
こ
と
を
成
す
。

お
こ

本
枝
、
天
壤
に
周
く
、
君
臣
、
始
終
を
定
む
。

谷
填
、
田
孫
に
走
り
、
魚
膾
、
羽
を
生
じ
て
翔
る
。

葛
後
、
干
戈
動
き
、
中
ご
ろ
微
に
し
て
、
子
孫
昌
な
り
。

白
龍
、
游
い
で
水
を
失
し
、
窘
急
に
し
て
胡
城
に
寄
す
。

黄
雞
、
人
に
代
つ
て
食
し
、
黑
鼠
、
牛
膓
を

喰
ふ
。

丹
水
、
流
れ
盡
き
て
後
、
天
命
、
三
公
に
在
ら
ん
。

百
王
の
流
れ
、
畢
く
竭
き
て
、
猿
犬
、
英
雄
と
稱
す
。

星
流
れ
て
、
野
外
に
飛
び
、
鐘
鼓
、
國
中
に

喧
し
。

靑
丘
と
赤
土
と
、
茫
茫
と
し
て
、
遂
に

空
と

爲
ら
ん
。



《
語
句
》

現
在
の
と
こ
ろ
、
未
収
載
と
す
る
。
今
後
作
業
続
行
予
定
〔
よ
ろ
し
く
！
誰
か
入
力
手
伝
っ
て
く
だ
さ
れ
！
〕
。

二

暗
合
コ
ー
ド
を
知
る

長
谷
寺
觀
音
の
大
士
化
身
し
、
蜘
蛛
に
現
じ
て
そ
の
蜘
蛛
の
絲
筋
に
て
紙
面
の
文
言
を
訓
み
進
め
た
と
い
う

こ
の
『
野
馬
臺
詩
』
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
を
な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
れ
を
文
字
排
列
の
秩
序
に
順
い
、

縦
書
き
右
の
上
隅
み
か
ら
訓
読
し
た
ら
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
「始
定
壤
天
本
宗
初
功
元
建
終
臣
君
周
枝
祖
興
治

法
主
…
…
」
。
そ
の
試
み
は
慥
か
に
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
端
っ
か
ら
蜘
蛛

絲
訓
み
を
信
じ
て
示
す
の
み
で
あ
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
深
意
が
訓
め
な
い
と
い
う
事
実
に
ぶ

つ
か
り
、
次
に
暗
合
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
改
め
て
解
読
が
想
起
さ
れ
る
の
だ
が
、
詩
の

文
言
の
上
に
蜘
蛛
の
絲
が
差
し
示
す
圖
に
則
り
罫
線
を
引
き
、
こ
れ
を
訓
む
こ
と
は
、
当
の
吉
備
真
備
大
臣
に

も
そ
れ
相
應
の
漢
学
素
養
と
し
て
の
識
字
能
力
が
な
け
れ
ば
読
み
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、

こ
の
逸
話
は
旨
く
成
就
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
遣
唐
使
吉
備
真
備
は
、
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容

の
説
話
は
如
何
様
に
し
て
誕
生
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所

蔵
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
が
あ
り
、
何
故
、
平
安
末
期
の
後
白
河
法
皇
の
時
代
に
こ
の
絵
巻
が
編
纂
さ
れ
た
か

で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
説
話
集
「
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
は
、
『
江
談
抄
』
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
説
話
が
巻

二
十
四
な
ど
に
み
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
同
じ
遣
唐
使
で
あ
っ
た
安
倍
仲
麻
呂

に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
の
譚
話
〔
大
系
四-

三
四
二
頁
〕と
し
て
収
載
さ
れ
て
な
が
ら
、
吉
備
大
臣
に
つ
い
て
の
逸

話
は
採
録
さ
れ
ず
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
説
話
の
持
つ
特
殊
性
と
普
遍
性
と
を
考
え
る
意
味
か
ら
も
奇
妙
な
関
係

に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。

三

『源
氏
物
語
』
注
釈
書
『
河
海
抄
』と
『
野
馬
臺
詩
』

紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
巻
十
、
玉
鬘
卷
に
は
、
長
谷
寺
觀
音
の
靈
驗
譚
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
卷
を
注
釈
書
『河
海
抄
』
が
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
を
調
べ
て
お
こ
う
。

は
つ
せ
な
む
日
の
も
と
に
あ
ら
た
な
る
し
る
し
あ
ら
は
し
給
ふ
と
も
ろ
こ
し
に
も
き
こ
え
あ
な
り

長
谷
寺
觀
音

十
一
面
二

丈

六

尺

文
武
天
皇
御
宇
德
道
上
人
造
立
之
記
也

法
道
仙

人
是
也

。
縁
起
云
長
谷
神
河
浦
北
豐
山
峯
德
道
聖
人
造

立
十
一
面
觀
音
菩
薩
之
利
生
道
塲
也
。
神
龜
元
年
公
家
被
建
立
堂
一
宇
。
同
四
年
三
月
廿
日
供
養

講
師

行
基

菩
薩
。(

大
唐)

僖
宗
皇
帝
后
馬
頭
夫
人

文
宗
孫
玄

成
太
子
娘

形
の
み
に
く
き
事
を
歎
き
給
け
る
に
仙
人
の
を
し
へ
に
よ
り
て
東
に
向
て

日
本
国
長
谷
寺
觀
音
に
祈
請
し
給
け
る
に
夢
中
に
一
人
の
貴
僧
紫
雲
に
乗
て
東
方
よ
り
來
て
手
を
の
へ
て
瓶
水
を
面

に
灑
と
み
て
忽
に
容
皃
端
正
に
な
り
に
け
り
。
因
茲
乾
府
三
年

丙申

七
月
十
八
日
侍
女
を
引
率
し
て
明
州
の
津
に
い
て
む

か
ひ
て
十
種
の
寳
物
を
た
て
ま
つ
ら
る
と
云
云

。
又
吉
備
大
臣
入
唐
時
長
谷
寺
觀
音
住
吉
明
神
に
祈
請
し
て
野
馬
臺
を

讀
け
る
に
靈
瑞
あ
る
よ
し
江
談
に
見
え
た
り
。
〔角
川
書
店
刊
、
三
八
七
頁
〕

と
あ
っ
て
、
前
半
は
『
長
谷
寺
縁
起
』
収
載
説
話
を
引
用
し
、
後
半
部
に
「
野
馬
臺
」
の
故
事
を
大
江
匡
房
の
談
話
を
筆
録
し
た

『
江
談
抄
』
〔
長
治
元
年(

一
一
〇
四)

～
四
年(

一
一
〇
七)

頃
か
〕
。
川
口
久
雄
著
『
平
安
朝
の
漢
文
学
』
〔
日
本
歴
史
叢
書
・
吉
川

弘
文
館
刊
〕
第
四
「
平
安
朝
後
期
に
お
け
る
学
問
の
展
開
」
の
な
か
で
、
「
匡
房
の
学
問
は
幅
が
広
く
多
様
性
を
も
つ
が
、
そ
の
一
つ

の
特
色
は
民
衆
的
説
話
的
な
興
味
が
旺
盛
な
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
談
話
を
筆
録
し
た
『
江
談
抄
』
に
は
、
正
当
な
古
典
に
み
る
こ

ご
う
だ
ん

と
の
で
き
な
い
奇
妙
な
神
怪
な
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
説
話
を
大
切
に
語
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
る
い
は
こ
う
し
た
宋
よ
り

輸
入
さ
れ
た
も
の
、
無
名
の
類
書
あ
た
り
に
た
ね
本
を
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
江
談
抄
』
に
は
ペ
ル
シ
ア
国
語
が
採
取
さ



れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
鎮
西
都
督
時
代
、
宋
人
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
白
石
が
シ
ド
ッ
チ
か
ら
外
国
事
情
を
聞
い
た
よ

う
に
、
匡
房
も
宋
人
か
ら
当
年
の
世
界
事
情
を
聞
い
て
白
河
法
皇
に
話
題
を
提
供
し
た
り
し
た
か
も
し
れ
な
い
」
〔
二
四
四
頁
〕と

述
べ
て
い
る)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
旨
を
記
載
す
る
。
こ
こ
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
匡
房
の
談
話
は
か
な
り
特
殊
な
内
容
だ

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
真
備
の
逸
話
は
、
大
陸
中
国
と
日
本
人
と
の
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
内
容
で
あ
る
の
に
も
拘

わ
ら
ず
、
日
本
の
平
安
朝
時
代
の
作
品
中
に
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
登
場
し
て
こ
な
い
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
長
谷
寺

觀
音
の
逸
話
で
あ
れ
ば
、
長
谷
寺
を
テ
ー
マ
と
し
て
記
載
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
く
の
作
品
中
の
片
隅
に
で
も
表
出
し
て
も
よ
い
は

ず
な
の
に
…
…
、
長
谷
寺
引
用
の
作
品
中
に
一
つ
も
見
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
突
然
、
こ
の
大
江
匡
房
の
母
方
の
祖
父

で
あ
る
橘
孝
親
が
、
先
祖
よ
り
語
り
伝
え
た
と
い
う
談
話
聞
き
書
き
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
江
談
抄
』
か
ら
始
ま
り
出
す
の
で
あ
る
。

こ
の
『
野
馬
臺
詩
』
の
成
立
を
こ
の
平
安
後
期
以
前
と
認
定
す
る
の
に
は
聊
か
無
理
な
感
じ
が
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

四

室
町
時
代
の
古
辞
書
『下
學
集
』
所
載
の
吉
備
大
臣

室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
『
下
學
集
』
第
六
、
人
名
門
に
、

吉
備
大
臣

元
正
天
皇

ノ

遣
唐
使
也
。
在
唐

ノ

時
欲
讀

ン
ト

二

野
馬
臺

ノ

文
ヲ

一

々
義
難

シ
レ

曉
。
蜘
蛛
引
レ

絲
ヲ

而
教
レ

之
ヲ

。
即

チ

得

キ

ビ

ノ

ケ

ン
タ
ウ

シ

ヨ
マ

ヤ

バ

タ

イ

サ
ト
シ

ク

モ

イ
ト

ヲ
シ
ユ

タ
リ

レ

讀
添
ヲ

焉
。
蜘
蛛

ハ

即
チ

我
カ

朝
和
州
泊
瀬

ノ

觀
音

ノ

冥
助
也
。
吉
備

ノ

大
臣
在

テ
レ

唐
ニ

詠
二

倭
歌

ヲ
一

」
〔
人
名
門

③
〕

ハ
ツ

セ

47

《
注
記
文
書
き
下
し
》

元
正
天
皇
の
遣
唐
使
な
り
。
在
唐
の
時
、
野
馬
臺
の
文
を
讀
ん
と
欲
す
。
文
の
義
曉
難
し
。
蜘
蛛
絲
を
引
き
て
之
を
教
ゆ
。

ケ

ン
タ
ウ

シ

ヤ

バ

タ

イ

ヨ
マ

サ
ト
シ

ク

モ

イ
ト

ヲ
シ

即
ち
、
讀
む
こ
と
を
得
た
り
。
蜘
蛛
は
、
即
ち
我
が
朝
の
和
州
、
泊
瀬
の
觀
音
の
冥
助
な
り
。
吉
備
の
大
臣
、
唐
に
在
り
て

ハ
ツ

セ

倭
歌
を
詠
む

。

※
吉
備
真
備
（
六
九
五
～
七
七
五
）
は
、
本
姓
下

道
真
吉
備
。
養
老
元
年
（
七
一
七
）
遣
唐
留
学
生
、
ま
た
、
遣
唐
副
使
と
し
て
二
度
に
わ
た
り
入
唐
（
足
か
け
十

し
も
つ
み
ち

八
年
間
滞
在
）
。
天
平
七
年
（
七
三
五
）
帰
国
。
「
唐
礼
」
「
大
衍
暦
經
」
を
将
来
す
る
。
『私
教
類
聚
』
『刪
定
律
令
』を
著
す
。
唐
文
化
の
輸
入
に
つ
と
め
、
そ
の
知
識

を
政
治
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。

※
元
正
天
皇
は
、
奈
良
時
代
前
期
の
女
帝
。
草
壁
皇
子
の
第
一
王
女
。
母
は
元
明
天
皇
。
名
は
氷
高
。
在
位
は
七
一
五
年
か
ら
七
二
四
年
。
六
八
歳
。

ひ
だ
か

と
、
「
吉
備
大
臣
」
に
つ
い
て
「
野
馬
臺

ノ

文
」
に
つ
い
て
記
録
収
載
す
る
。
こ
こ
で
は
、
『
吉
備
真
備
大
臣
物
語
』
や
『
吉
備
大
臣
入
唐

ヤ

バ

タ

イ

絵
巻
』
〔
「
野
馬
臺
詩
」
の
部
分
は
残
存
せ
ず
〕
に
見
え
る
『
文
選
』
解
読
譚
と
圍
棊
勝
負
譚
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
を

知
る
。
三
つ
の
伝
説
譚
が
真
備
の
人
物
像
を
形
成
し
て
い
た
の
が
、
こ
こ
こ
で
は
、
「
野
馬
臺
詩
」
文
だ
け
が
特
出
し
て
い
て
、
長
谷

寺
觀
音
の
靈
驗
が
示
唆
さ
れ
、
末
尾
注
文
句
「
吉
備
の
大
臣
唐
に
在
て
倭
歌
を
詠
む
」
の
一
文
は
上
記
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
な

い
内
容
で
も
あ
る
。
「
倭
歌
」
そ
の
も
の
自
体
を
載
せ
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
当
代
の
知
識
人
は
、
真
備
作
の
「倭
歌
」
を

ど
う
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
古
辞
書
を
引
用
す
る
古
本
『
節
用
集
』や
『
壒
嚢
鈔
』で
の
取
り
扱
い
方
法
も
留
意
し
て

お
き
た
い
。
広
本
（文
明
本
）
『
節
用
集
』に
は
、

吉
備

ノ

大
臣
ヨ
シ
ソ
ナ
ヱ
、
ヲ
ヽ
イ
也
ヤ
ツ
コ

元
正
天
皇

ノ

時
遣
唐
使
也
。
在
唐
之
時
欲
レ

讀
ン
ト

二

野
馬
臺

ノ

文
ヲ

一

文
義
難
レ

曉
。
蜘
蛛
引
レ

キ

ビ

ダ
イ
ジ
ン

ヨ
マ
せ

ア
カ
シ

糸
而
教
レ

之
ヲ

。
即
得

タ
リ

レ

讀
添
ヲ

焉
。
蜘
蛛

ハ

即
我
朝
倭
州
泊
瀬

ノ

觀
音

ノ

冥
助
也
。
吉
備
在
唐
詠
二

倭
歌

ヲ
一

焉
」
〔
幾
部
・
人
名

ヨ
ム

ハ

せ

門

⑥
〕

813

と
あ
っ
て
、
『
下
學
集
』
の
注
記
内
容

を
概
ね
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
黒
本
本
『
節
用
集
』
の
標
記
語

「
野
馬
臺
」
の
注
記
文
末
尾
に
は
「
又

ヤ

バ

ダ

イ

有
二

野
馬
臺
詩
一

諸
公
作
之
吉
備

ノ

大

キ

ビ

臣
讀
レ

之
ヲ

云
云
」
〔
夜
部

①
〕
と
云
う
付
加
文
記
載
が
成
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
『
下
學
集
』
の
編
者
東
麓
破
衲
は
、
同
時
代

116

の
遣
唐
留
学
生
で
あ
る
阿
倍
仲
麻
呂
と
吉
備
真
備
を
同
一
人
化
し
て
史
実
の
内
容
を
誤
認
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
…
…
。
実
際
、

仲
麻
呂
に
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
〔
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
成
〕
巻
第
九
・
羇
旅
哥

番
に
、
三
笠
山
の
歌
が
遺
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

406



こ
の
歌
を
吉
備
が
詠
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
編
者
東
麓
破
衲
は
、
室
町
時
代
禪
僧
の
一
人
と
し
て
日
本
の
和
歌
の
道

に
さ
ほ
ど
通
じ
て
い
な
い
こ
と
が
見
え
て
こ
よ
う
。
こ
れ
を
以
て
、
こ
の
室
町
時
代
の
本
邦
連
歌
師
等
が
韻
学
教
養
書
と
し
て
『
下

學
集
』
を
使
用
す
る
上
で
、
こ
の
中
日
人
名
集
録
は
、
如
何
な
る
情
報
提
供
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
野
馬
臺
詩
」
文
の
本
文
資

料
そ
の
も
の
は
、
本
辞
書
中
に
は
全
く
未
収
載
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
内
容
に
何
ら
疑
問
批
評
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
留

意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
『
下
學
集
』
記
載
の
注
記
内
容
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
を
今
後
考
察
す
る
こ
と

を
こ
こ
で
お
奨
め
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

こ
の
資
料
は
、
平
安
後
期
に
絵
巻
と
し
て
制
作
さ
れ
、
中
世
以
降
の
人
々
に
大
き
な
関
心
事
と
し
て
伝
え
ら
れ
は
じ
め
た
こ
と

が
重
要
な
手
懸
か
り
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
如
く
、
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
で
玉
鬘
卷
は
、
長
谷
寺
觀
音
靈
驗
譚
を

記
載
し
、
『
長
谷
寺
験
記
』
に
み
え
る
馬
頭
夫
人
譚
と
野
馬
臺
詩
伝
承
譚
を
記
載
す
る
。
そ
の
古
注
釈
『
河
海
抄
』
に
は
、
「
野
馬

臺
詩
」
の
引
用
態
度
を
見
る
に
、
「
吉
備
大
臣
入
唐
時
長
谷
寺
觀
音
住
吉
明
神
に
祈
請
し
て
野
馬
臺
を
よ
み
け
る
に
霊
瑞
あ
る

よ
し
江
談
に
見
え
た
り
」
と
記
載
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
『
下
學
集
』
第
六
、
人
名
門
に
「
吉
備
大

キ

ビ

ノ

臣

元
正
天
皇

ノ

遣
唐
使
也
。
在
唐

ノ

時
欲
讀

ン
ト

二

野
馬
臺

ノ

文
ヲ

一

々
義
難

シ
レ

曉
。
蜘
蛛
引
レ

絲
ヲ

而
教
レ

之
ヲ

。
即

チ

得
タ
リ

レ

讀
添
ヲ

焉
。

ケ

ン
タ
ウ

シ

ヨ
マ

ヤ

バ

タ

イ

サ
ト
シ

ク

モ

イ
ト

ヲ
シ
ユ

蜘
蛛

ハ

即
チ

我
カ

朝
和
州
泊
瀬

ノ

觀
音

ノ

冥
助
也
。
吉
備

ノ

大
臣
在

テ
レ

唐
ニ

詠
二

倭
歌

ヲ
一

」
〔
人
名
門

③
〕
と
、
「
吉
備
大
臣
」
に
つ
い
て

ハ
ツ

セ

47

記
録
収
載
す
る
。
こ
の
時
代
の
連
歌
師
に
と
っ
て
、
こ
の
『
下
學
集
』
記
載
の
注
記
内
容
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
を

考
察
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
受
容
性
と
し
て
は
、
『
本
朝
一
人
一
首
』
の
記
載
へ
と

発
展
し
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
、
高
井
蘭
山
編
『
野
馬
臺
詩
國
字
抄
』
と
い
っ
た
注
釈
書
が
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

こ
の
逸
話
が
、
近
代
日
本
の
文
化
の
な
か
で
再
び
風
化
し
、
人
々
に
関
心
が
及
ば
ぬ
時
代
を
経
て
、
海
外
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
流
出
し
た
こ
の
絵
巻
物
が
再
び
日
本
人
の
眼
に
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
を
事
細
か
に
観
察
し
、

考
察
す
る
に
良
い
機
会
が
巡
っ
て
き
て
い
る
。
中
央
公
論
社
か
ら
出
た
複
製
で
あ
る
色
彩
の
書
物
は
、
将
に
あ
り
が
た
い
研
究
資

料
な
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
巻
頭
と
巻
末
を
欠
損
し
、
元
若
狭
小
浜
藩
主
と
し
て
入

封
し
た
酒
井
忠
勝
（
一
五
八
七
―
一

に
ゆ
う
ほ
う

六
六
二
）
に
収
納
さ
れ
、
酒
井
家
後
裔
忠
克
が
襲
蔵
し
て
い
た
の
を
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
の
入
札
売
却
、
後
の
昭

こ
う
え
い
た
だ
た
え

和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
彼
の
地
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
所
有
と
な
っ
た
。
当
初
は
一
巻
だ
っ
た
も
の
を
昭
和
三
十
九
年
に
東
京
に

里
帰
り
し
た
と
き
四
巻
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。

《
参
考
資
料
》

○
高
井
蘭
山
編
『
野
馬
臺
詩
國
字
抄
』
全
一
冊

○
『
本
朝
一
人
一
首
』
〔
新
日
本
古
典
大
系
四
二
三
頁
～
四
二
四
頁
影
印
、
二
八
七
頁
～
二
九
〇
頁
訓
読
に
て
翻
刻
〕
に

「
野
馬
臺
詩
」を
収
載
。

438

○

小
峯
和
明
著
『
野
馬
台
詩
』の
謎

―
―

歴
史
叙
述
と
し
て
の
未
来
記

―
―

岩
波
書
店

○
塩
出
貴
美
子
一
九
八
六
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
考
―
詞
書
と
画
面
の
関
係
」
〔
「文
化
財
学
報
」
４
〕
参
照
。

○
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
』
〔新修

日
本
絵
巻
物
全
集
６
・
角
川
書
店
刊
〕

解
説
部
の
初
め
に
『
吉
備
大
臣
物
語
』〔
大
東
急
記
念
文
庫
藏
〕（
第
二
紙
の
継
ぎ
目
の
文
字
に
難
有
り
）の
写
真
版
と
、
別
本
吉
備
大
臣
入
唐
繪

斷
簡
〔神
光
院
藏
〕
、
〔
個
人
藏
〕の
二
葉
を
収
載
す
る
。

○
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
〔
日
本
の
絵
巻
３
・
小
松
茂
美
編
・
解
説
、
中
央
公
論
社
一
九
八
七
年
六
月
刊
、
大
学
図
書
館
所
蔵
番
号
、
四

大
型

F

7
21
/33

-1
/3

〕を
参
照
。

○
大
江
匡
房
『
江
談
抄
』
〔
一
一
〇
四
―
〇
七
年
成
立
〕
卷
第
三
・
雜
事
の
冒
頭
に
収
載
す
る
「
吉
備
入
唐
間
事
」
譚
（
類
従
本
系
『
江
談
抄
注
解
』

武
蔵
野
書
院
刊

頁
～

頁
）を
素
と
す
る
。
〔
矢
代
幸
雄
「吉
備
大
臣
入
唐
繪
詞
」
美
術
研
究
二
二
號
所
収
〕。
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『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
断
巻
』
（
岡
山
県
立
博
物
館
蔵
）
「
ア
ス
ア
リ
ト
ヲ
モ
フ
心
ニ
キ
ヤ
ウ
モ
ハ
カ
ラ
レ
テ
ム
ナ
シ
ク
シ
ラ
シ
ス
ル
カ
ナ
」

の
文
言
を
確
認
す
る
。

『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
（き
び
の
お
と
ど
に
っ
と
う
え
ま
き
）

〔
「
詞

書
」
部
分
の
翻
刻
〕

こ
と
ば
が
き

[

第
一
段]

欠
落

[

第
二
段]

よ
な
か
ば
か
り
に
な
る
ら
む
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
あ
め
ふ
り
、
か
ぜ
ふ
き
な
ど
し
て
、
身
乃
け
だ
ち
て
お
ほ
ゆ
る
に
、
い
ぬ
ゐ
の
か
た

［
夜

中

］

［
雨

降

］

［

風

吹

］

［
毛
］

［
戌

亥

］

［
方

］

よ
り
、
お
に
、
う
か
ゞ
ひ
き
た
る
。
き
び
、
身
を
か
く
す
ふ
を
つ
く
り
て
、
お
に
ゝ
み
え
ず
な
が
ら
、
き
び
乃
い
は
く
、
い
か
な
る

［
鬼

］

［
来
］

［
吉
備
］

［
隠

］

［
風
］

［
鬼

］

［
見
］

［
吉
備
］

［
曰

］

［
如
何
］

も
乃
ぞ
。
わ
れ
は
こ
れ
日
夲
國
乃
王
の
お
ほ
む
つ
か
ひ
な
り
。
わ
う
じ
も
ろ
き
こ
と
な
し
。
お
に
な
む
ぞ
う
か
が
ふ
や
、
と
い
ふ
に
、

［
者

］

［
我

］

［

御

使

］

［
王

事

］
［

脆

］

［
鬼

］

［

窺

］

［
云
］

お
に
、
こ
た
へ
て
い
は
く
、
も
と
も
う
れ
し
き
こ
と
な
り
。
わ
れ
も
日
夲
國
乃
け
む
た
う
し
に
て
、
わ
た
れ
り
し
も
の
な
り
。

［
鬼

］

［
答

］

［
曰

］

［
最

］

［
嬉

］

［
我

］

［

遣

唐

使

］

［
渡

］

［
者

］

も
の
が
た
り
せ
む
と
お
も
ふ
。
と
い
ふ
に
、
き
び
、
こ
た
へて
い
は
く
、
あ
は
む
と
お
も
は
ゞ
、
お
に
の
か
た
ち
を
か
へて
き
た
る
べ
し

［

物

語

］

［
思

］

［
云
］

［
吉
備
］

［
答

］

［
曰

］

［
逢
］

［
思

］

［
鬼

］

［

形

］

［
変
］

［
来
］

と
い
ふ
に
、
お
に
、
か
へ
り
さ
り
て
、
い
く
わ
む
を
し
て
い
で
き
た
り
、
き
び
あ
ひ
ぬ
。
を
に
、
ま
づ
い
は
く
、
わ
れ
は
こ
れ
日
夲

［
云
］

［
鬼

］

［
帰
］

［
去
］

［

衣

冠

］

［
出
］

［
来
］

［
吉
備
］
［
逢
］

［
鬼

］

［
曰

］

［
我

］

乃
け
む
た
う
し
な
り
。
わ
が
し
そ
む
、
あ
べ
の
う
ち
は
べ
り
や
。
こ
の
こ
と
き
か
む
と
お
も
ふ
に
、
い
ま
に
か
な
は
ぬ
な
り
。
わ
れ
は

［

遣

唐

使

］

［
子

孫

］

［
阿
部
］

［
家

］

［
聞
］

［
思

］

［
今

］

［

叶

］

［
我

］

き
ゐ
に
て
、
き
た
り
て
は
べ
り
た
り
し
に
、
こ
乃
ろ
う
に
の
ぼ
せ
ら
れ
て
、
く
ひ
も
の
を
あ
た
へざ
り
し
か
ば
、
う
ゑ
し
に
て
、
か
ゝ
る

［
貴
位
］

［
来
］

［
侍
］

［
楼

］

［
上

］

［

食

物

］

［
与

］

［
飢
］

［
死
］

を
ニ
と
な
り
て
、
こ
乃
ろ
う
に
す
み
は
べ
る
な
り
。
人
を
が
い
せ
む
心
な
け
れ
ど
も
、
わ
が
す
が
た
を
み
る
に
た
へ
ず
し
て
、
し
に

［
鬼

］

［
楼

］

［
住
］

［
侍
］

［
害

］

［
我
］

［

姿

］

［
見
］

［
絶
］

［
死
］

あ
ひ
た
る
な
り
。
わ
が
く
に
の
こ
と
を
と
は
む
と
す
る
に
も
、
こ
た
ふ
る
こ
と
な
し
。
け
ふ
さ
い
は
い
に
、
貴
下
に
あ
ひ
た
て
ま
つ

［
遭
］

［
我
］

［
国

］

［
問
］

［
答

］

［
今
日
］
［

幸

］

［
逢
］

り
た
り
。
よ
ろ
う
と
こ
ろ
な
り
。
わ
が
し
そ
む
は
官
位
は
ゝ
べ
り
や
と
い
ふ
。
大
臣
、
く
は
し
く
あ
り
さ
ま
を
か
た
る
を
き
ゝ
て
、

［
喜

］

［
我
］

［
子

孫

］

［
云
］

［

詳

］

［

有

様

］

［
語

］

［
聞
］

お
に
、
お
ほ
き
に
よ
ろ
こ
び
て
い
は
く
、
こ
乃
を
む
に
は
、
こ
乃
く
に
の
こ
と
を
ミ
な
、
か
た
り
ま
う
さ
む
と
お
も
ふ
な
り
、
と
い
ふ
。

［
鬼

］

［
大

］

［

喜

］

［
曰

］

［
恩

］

［
国

］

［
皆

］

［
語

］

［
思

］

［
云
］

大
臣
、
よ
ろ
こ
び
て
、
も
と
も
た
い
せ
つ
な
り
と
い
ふ
に
、
よ
あ
け
な
む
と
す
れ
バ
、
お
に
、
か
へ
り
ぬ
。

［

喜

］

［
最

］

［
大

切

］

［
云
］

［
夜

明

］

［
鬼

］

［
帰
］

[

第
三
段]

そ
の
あ
し
た
に
、
ろ
う
を
ひ
ら
き
て
、
た
う
じ
ん
、
く
ひ
も
乃
を
も
て
き
た
る
に
、
大
臣
こ
と
な
く
て
あ
る
を
ミ
て
、
た
う
じ
む
、

［
明

日

］

［
楼

］

［
開

］

［

唐

人

］

［

食

物

］

［
持
］

［
来
］

［
見
］

［

唐

人

］

い
よ
／
＼
あ
や
し
む
。
ま
た
、
こ
乃
日
夲
乃
つ
か
ひ
、
さ
い
乃
う
人
に
す
ぎ
た
り
。
ふ
み
を
よ
ま
せ
て
、
そ
の
あ
や
ま
り
を
わ
ら
は

［
怪

］

［
使

］

［

才

能

］

［
過
］

［
文

］

［
読
］

［

誤

］

［
笑

］

む
と
い
ふ
な
り
。
こ
の
よ
し
を
、
ゝ
に
き
て
つ
ぐ
。
き
び
、
い
か
な
る
ふ
ミ
ぞ
と
と
ふ
に
、
を
に
乃
い
は
く
、
こ
乃
く
に
ゝ
、
き
は
め
て

［
云
］

［
由

］

［
鬼

］
［
来
］

［
告
］

［
吉
備
］

［
文

］

［
問
］

［
鬼

］

［
曰

］

［

国

］

［
極

］

よ
み
に
く
き
ふ
み
な
り
。
文
選
と
い
ふ
な
り
。
大
臣
乃
い
は
く
、
そ
の
ふ
ミ
つ
た
へ
き
ゝ
て
、
か
た
り
た
ま
ひ
て
む
や
と
い
ふ
に
、

［
読
］

［
文

］

［
云
］

［
曰

］

［
文

］
［
伝

］

［
聞
］

［
語

］

［
云
］

お
に
、
わ
れ
は
か
な
は
じ
。
貴
下
を
あ
ひ
ぐ
し
て
、
か
の
さ
た
の
と
こ
ろ
へ
い
た
り
て
、
き
か
せ
む
と
お
も
ふ
な
り
。
そ
れ
に
ろ
う
を

［
鬼

］

［
我

］

［
叶

］

［
相

具

］

［
沙
汰
］

［
至

］

［
聞
］

［
思

］

［
楼

］

と
ぢ
た
る
は
、
い
か
ゞ
し
て
い
で
た
ま
は
む
す
る
と
い
ふ
に
、
き
び
の
い
は
く
、
わ
れ
ハ
飛
行
じ
ざ
い
の
術
を
し
れ
り
、
と
い
ひ
て
、

［
閉
］

［
出
］

［
云
］

［
吉
備
］

［
曰

］

［
我

］

［
自

在

］

［
知
］

［
云
］

ろ
う
の
ひ
ま
よ
り
と
も
に
い
で
ゝ
、
も
む
ぜ
ん
か
う
ず
る
て
い
わ
う
の
ミ
や
に
い
た
り
ぬ
。
三
十
人
の
は
か
せ
、
よ
も
す
が
ら
よ
む

［
楼

］

［
隙

］

［
共

］

［
出
］

［

文

選

］
［
講

］

［

帝

王

］

［
宮

］

［
至

］

［
博

士

］

［
夜
］

［
読
］

を
き
ゝ
て
か
へ
り
ぬ
。
を
お
に
の
い
は
く
、
き
ゝ
え
た
り
や
。
大
臣
乃
い
は
く
、
き
ゝ
つ
。
ふ
る
き
こ
よ
み
十
よ
巻
た
づ
ね
て
、
あ
た
へ

［
聞
］

［
帰
］

［

鬼

］

［
曰

］

［
聞
］

［
得
］

［

曰

］

［
聞
］

［
古

］

［

暦

］

［
余
］

［
与

］

て
む
や
と
い
ふ
に
、
お
に
、
す
な
は
ち
も
と
め
て
あ
た
へつ
。

［
云
］

［
鬼

］

［
求

］

［
与

］

[

第
四
段]

き
び
、
こ
れ
を
え
て
、
も
む
ぜ
ん
の
上
ぢ
く
十
巻
が
は
し
／
＼
を
三
四
枚
づ
つ
か
き
て
、
ろ
う
乃
う
ち
に
や
り
ち
ら
し
つ
。
そ

［
吉
備
］

［
得
］

［

文

選

］

［
軸

］

［

端

々

］

［
書
］

［
楼

］

［
内

］

［

遣

散

］

の
ゝ
ち
一
両
日
を

へ
て
、
も
ん
ぜ
む
三
十
巻
を
ぐ
し
て
、
は
か
せ
一
人
、
勅
使
と
し
て
ろ
う
に
き
た
り
て
、
心
ミ
む
と
す
る
に
、

［
後

］

［
経
］

［

文

選

］

［
具
］

［
博

士

］

［
楼

］

［
来
］

も
ん
ぜ
む
の
は
し
／
＼
を
ち
ら
し
お
き
た
る
を
ミ
て
、
た
う
じ
む
、
あ
や
し
み
て
い
は
く
、
こ
乃
ふ
み
は
い
づ
れ
の
所
ニ
は
べ
り
け
る

［

文

選

］

［

端

々

］

［
散
］

［
置
］

［
見
］

［

唐

人

］

［
怪

］

［
曰

］

［

文

］

ぞ
や
と
ゝ
へ
ば
、
こ
の
ふ
み
は
、
わ
が
日
夲
國
に
も
む
ぜ
ん
と
い
ひ
て
、
人
の
ミ
な
く
ち
づ
け
た
る
ふ
み
な
り
と
い
ふ
。
た
う
じ
む
、

［
問
］

［
文

］

［
我
］

［

文

選

］

［
云
］

［
皆

］
［
口

］

［
文

］

［
云
］

［

唐

人

］

お
ど
ろ
き
て
、
も
て
か
へ
る
と
き
に
、
き
び
の
い
は
く
、
わ
が
も
ち
た
る
夲
に
み
あ
は
せ
ん
と
い
ひ
て
、
も
ん
ぜ
む
を
は
か
り
と
り

［

驚

］

［
持
］

［
帰
］

［
時

］

［
吉
備
］

［
曰

］

［
我
］

［
持
］

［
見
合
］

［
云
］

［

文

選

］

［
謀

］

［
取
］

つ
。

[

第
五
段]

さ
て
、
ま
た
た
う
じ
む
、
ぎ
し
て
い
は
く
、
さ
え
は
あ
り
と
も
、
げ
い
は
あ
ら
じ
。
ご
を
う
た
せ
て
心
ミ
む
と
い
ひ
て
、
し
ろ
き
い
し

［

唐

人

］

［
議
］

［
曰

］

［
才

］

［
芸

］

［
碁
］

［
打

］

［
云
］

［
白

］

［
石

］

を
ば
日
夲
乃
人
に
う
た
せ
て
、
く
ろ
き
い
し
を
わ
れ
ら
う
ち
て
、
こ
乃
か
た
ち
に
つ
け
て
、
日
夲
の
つ
か
ひ
を
こ
ろ
さ
む
と
あ
ひ

［
打
］

［
黒

］

［
石

］

［
我

］

［
打

］

［
着
］

［
使

］

［
殺

］

［
相
］



ぎ
す
。
お
に
、
ま
た
こ
の
よ
し
を
つ
ぐ
。
大
臣
、
こ
れ
を
き
ゝ
て
、
ご
と
は
い
か
や
う
な
る
も
の
ぞ
、
と
た
づ
ぬ
れ
ば
、
三
百
六
十

［
議
］

［
鬼

］

［
由

］

［
告
］

［
聞
］

［
碁
］

［
如
何
］

［
訊

］

一
も
く
あ
る
も
の
ゝ
、
ひ
じ
り
め
九
は
べ
る
な
り
と
い
ふ
。
大
臣
、
よ
も
す
が
ら
、
て
む
上
乃
く
み
れ
に
む
か
ひ
て
、
あ
む
じ
え
た

［
目

］

［

聖

目

］

［
云
］

［

終

夜

］

［
天

井

］

［
組
］

［
向

］

［
案

］

り
。

[

第
六
段]

つ
ぎ
乃
日
、
あ
む
の
ご
と
く
、
こ
の
上
手
を
つ
か
は
し
て
、
う
た
す
る
に
、
勝
負
な
し
。
そ
の
と
き
に
、
き
び
、
た
う
乃
か
た
乃

［
次

］

［
案

］

［
如

］

［
遣

］

［
打

］

［
時

］

［
吉
備
］

［
唐

］

［
方

］

く
ろ
い
し
を
ひ
と
つ
ぬ
す
み
て
乃
ミ
つ
。
か
ち
ま
け
を
あ
ら
そ
ふ
を
り
、
た
う
じ
む
、
ま
け
ぬ
。
あ
や
し
き
事
な
り
と
て
、
い
し
を

［

黒

石

］

［
一

］

［
盗

］

［
飲
］

［
勝
］

［
負
］

［

争

］

［
折
］

［

唐

人

］

［
負
］

［
怪

］

［
石

］

か
ぞ
ふ
る
に
た
ら
ず
。
よ
り
て
う
ら
な
ふ
に
、
ぬ
す
み
て
の
め
る
な
り
、
と
う
ら
な
ふ
。
き
び
、
お
ほ
き
に
あ
ら
が
ふ
に
、
さ
ら
ば
、

［
数

］

［
足
］

［

占

］

［
盗

］

［
飲
］

［

占

］

［
吉
備
］

［
大

］

［

抗

］

か
り
ろ
ぐ
丸
を
ぶ
く
さ
せ
て
、
い
た
さ
む
と
す
る
に
、
き
び
、
又
ふ
む
し
と
ゞ
め
て
、
い
だ
さ
ず
。
つ
い
に
か
ち
ぬ
。

［
服

］

［
致

］

［
吉
備
］

［
留

］

［
出
］

［
勝
］

[

第
七
段]

欠
落

◎
『
吉
備
大
臣
物
語
』
〔
大
東
急
記
念
文
庫
藏
、
鎌
倉
初
期
写
本
断
簡
。
汲
古
書
院
二
〇
〇
七
年
刊
〕
を
翻
刻
す
る
。

※
句
読
点

は
、
翻
刻
の
際
、
私
が
便
宜
的
に
付
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

吉
備
之
大
臣
唐
土
エ
渡
ワ
タ
リ

テ
ア
リ
シ
ニ
諸
モ
ロ
／
＼

乃
ミ
チ
／
＼
乃
唐
人
ト
モ
ハ
チ
テ
相
ア
ヒ

義
兎

云
イ
ハ
ク

我
等
ラ

不
安
ヤ
ス
カ
ラ
ヌ

一

事
ナ
リ

。

タ
ウ

ワ

レ

ヲ
ト
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
マ
ツ
フ
ツ
ウ
ノ
コ
ト
日
夲
國
ノ

ツ
カ
ヒ
、
タ
ウ
ラ
イ
ロ
ウ
ニ
ノ
ホ
せ
テ
ス
ヘ
シ
ム
。
此
コ
ノ

事
コ
ト

ク
ワ
シ
ク
キ
カ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

又
件
ノ
楼
ニ
宿
ス
ル
人
ヲ
ヽ
ク
ハ
難
存
シ
。
シ
カ
レ
ハ
先
マ
ツ

樓
ロ
ウ

ニ
上
せ
テ
コ
ヽ
ロ
ミ
ル
ヘ
シ
。
偏
ヒ
ト
エ
ニ
コ
ロ
サ
ハ
フ
ケ
ウ
ナ
リ
。
カ
ヘ
サ
ハ
又
ヨ

ク
タ
ン

ロ
ウ

ス
ク

カ
タ
シ
ソ

ン

ノ
ホ

シ
ナ
シ
ナ
ン
ト
議
シ
テ

樓
ニ

ス
エ
シ
ム
ル
間
ア
ヒ
タ

夜
ヨ

深
向
ニ

及
ヲ
ヨ
ヒ

テ
風
カ
せ

吹
フ
キ

雨
ア
メ

フ
リ
テ
鬼
ウ
カ
ヽ
ヒ
来
キ
タ
ル

。
吉
備
身
ミ
ヲ

隠
カ
ク
ス

符

シ
ム
カ
ウ

キ

ヒ

フ
ウ

ヲ

ツ
ク
リ
テ
鬼
ニ

ミ
エ
爪
。
吉
備
カ

云
ク

ナ
ニ
モ
ノ
ソ
。
我
ハ
是
コ
レ

日
夲
國
之
王
乃

使
者
ナ
リ
。
皇
子
モ
ワ
ヒ
ン
ト
ナ
シ
鬼
ナ
ン
ソ
ウ
カ
ヽ
ウ
ト

イ

ハ

ワ

レ

ツ

カ

ヒ

ワ

ウ

シ

云
イ
フ
ニ

鬼
之
云
イ
ハ
ク

尤
モ
ト
モ

悦
哉

ウ
レ
シ
キ

カ
ナ
ヤ

。
喜
哉

ヨ
ロ
コ
ハ
シ

キ
カ
ナ
ヤ

。
我
ワ
レ

モ
又
日
夲
國
乃

遣
唐
ノ

使
者
ツ
カ
ヒ

也
。
イ
ヒ
カ
タ
ラ
ム
ト
オ
モ
フ
ト
云
イ
フ

ニ
、

ケ

ン
タ
ウ

吉
備
カ

云
イ
ハ
ク

早
ハ
ヤ
ク

還
カ
ヘ
リ
テ

鬼
乃

形
カ
タ
チ

ヲ
止
ト
ヽ
メ

テ
可
来
キ
タ
ル
ヘ
シ

ト
云
イ
フ
ニ

随
シ
タ
ヒ
テ

鬼
還
テ
衣
冠
正
タ
ヽ
シ
ウ

シ
テ
出
来
イ
テ
キ
タ
ル

。
吉
備

カ
ヘ
リ

イ

ク
ワ
ン

ア
ヒ
又
鬼
先
マ
ツ

云
イ
ハ
ク

我
ワ
レ
ハ
是
コ
レ

遣
唐
使
也
。
我
ワ
カ

子
孫
安
隱
ニ
氏
ウ
チ
ハ

侍
哉
。
此
コ
ノ

事
コ
ト

聞
キ
カ
ム
ト

思
ヲ
モ
フ
ニ
于
今
イ
マ
ニ

カ
ナ
ワ
ヌ
ナ

ケ
ン
タ
ウ
ノ
ツ
カ
ヒ
ナ
リ

シ

ソ

ン

ア
ン
ヲ

ン

ハ
ン
ヘリ

ヤ

リ
。
我
ハ
大
臣
ニ
テ

来
キ
タ
リ
テ

侍
ハ
ン
ヘ
リ

シ
ニ
コ
ノ
樓
ニ

ノ
ホ
せ
テ
ラ
レ
テ
食
物
ヲ

ア
タ
エ
ス
シ
テ
エ
ニ
死
シ
ニ

タ
ル
ナ
リ
。
其
後
鬼
ト

ナ
リ
テ
此
樓
ニ

ワ
レ

シ
キ

モ
ツ

ソ
ノ
ノ
チ

登
ノ
ホ

ル
人
ニ
ハ
害
心
ナ
ケ
レ
ト
モ
シ
せ
ン
ニ
害
ヲ

ウ
ル
ナ
リ
。
亦
如
此
カ
ク
ノ
コ
ト
ク

相
向
テ

夲
朝
也
。
事
ヲ

問
ト
ハ
ム
ト

想
ヲ
モ
フ
ニ

不
答
コ
タ
エ
ス

シ
テ
死
シ

カ
イ

シ
ム

ス
ル

歟

カ
イ

マ
タ

ア
ヒ
ム
カ
ウ

ホ
ン
テ
ウ

コ
ト

ヌ
ル

ナ
リ
。
貴
下
ニ

ア
ヒ
申
マ
ウ
ス

ヨ
ロ
コ
フ
處
也
。
我
ワ
カ

子
孫
官
位
ハ
侍
ハ
ン
ヘ
リ

哉
ヤ

。
吉
備
、
答
コ
タ
ヘ
テ

云
イ
ハ
ク

其
人
々
官
位
子
孫
之
樣
ヤ
ウ
ヲ

七

ク

ヰ

カ

ト
コ
ロ

シ

ソ

ン

ク
ワ
ン
井

ソ
ノ

八
人
計
ハ
カ
リ
ヲ

カ
タ
ル
ヲ
聞
テ

大
ヲ
ヽ
キ
ニ

感
カ
ム
シ
テ

云
イ
ハ
ク

此
事
ヲ

聞
キ
ク

極
キ
ハ
メ
テ

ウ
レ
シ
。
此
ノ

恩
ヲ
ン
ニ
ハ
此
國
乃

事
ヲ

ミ
ナ
コ
ト

貼
ク
語
カ
タ
リ

キ

ヽ

コ
ノ

コ
ノ

ク

ニ

申
サ
ム
ト
ヲ
モ
フ
ナ
リ
。
吉
備
ヲ
ホ
キ
ニ
感
カ
ム
シ
テ
ト

云
イ
ハ
ク

尤
大
切
也
ト

云
ニ

天
フ
ケ
テ
鬼
カ
ヘ
リ
ヌ
。
其
ソ
ノ

朝
ア
シ
タ
ニ
樓
ヲ

開
セ
ラ
ヒ
テ

食
物
ヲ

モ
ト
モ
タ
イ

せ
ツ
ナ
リ

イ

フ

シ
キ

モ
ツ

モ
テ
来
キ
タ
ル
ニ

イ
ノ
チ
存
ソ
ン

シ
テ
不
死

シナ
ス

。
唐
人
コ
レ
ヲ
ミ
テ
弥
イ
ヨ
貼

ア
ヤ
シ
ム
又
鬼
来
キ
タ
リ
テ

云
イ
ハ
ク

此
國
ニ

議
ス
ル
事
ア
リ

。
日
夲
國
之

コ
ノ

使
ツ
カ
ヒ

財
能
竒
異
也
。
文
フ
ミ
ヲ

讀
ヨ
マ
せ
テ

ア
ヤ
マ
ラ
ム
ヲ
咲

ワ
ラ
ハ
ム

ト
イ
フ

。
吉
備
カ

云
、
何
イ
カ
ナ
ル

書
ソ
ヤ
。
文
選
ト

ナ
ツ
ク
、
一
部
三
十
卷
諸
家

ザ

イ
ノ
ウ

キ

イ

シ
ヨ

モ
ン
せ

ン

之
神
妙
乃

物
ヲ

集
ア
ツ
メ
タ
ル

也
。
其
時
ト
キ

吉
備
カ

云
ク

、
件
ク
タ
ン
ノ

文
フ
ミ

聞
キ
ヽ
テ

傳
ツ
タ
エ
説
ト
イ

テ
ム
ヤ
否
イ
ナ
ヤ

。
鬼
ヲ
我
ワ
レ

カ
ナ
ハ
シ
貴
下
ヲ

随

ソ
ノ

身
シ
テ

彼
カ
ノ

沙
汰
處
ト
コ
ロ
ニ

イ
タ
リ
テ
令
聞
キ
カ
シ
メ
ム
ト

オ
モ
フ
ニ
樓
ヲ

閇
ト
チ
テ

ア
レ
ハ
、
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
、
イ
テ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ
。
吉
備
カ

云
イ
ハ
ク

我
ワ

サ

タ

ノ

レ
ハ
飛
行
自
在
之
術
ア
リ

。
樓
乃

ヒ
マ
ヨ
リ
共
ト
モ
ニ
イ
テ
ヽ
文
選
カ
ウ
ス
ル
帝
王
乃

宮
ミ
ヤ
ニ

イ
タ
リ
テ
、
ヨ
モ
ス
カ
ラ
卅
人
之
ハ
カ
せ
、
カ
ウ

ヒ
キ
ヤ
ウ

シ

サ

イ

シ
ユ
ツ

せ

ン

ヌ

せ
シ
ム
。
聞
キ
ヽ
テ

共
ト
モ
ニ

還
カ
ヘ
リ
ヌ

。
鬼
カ

云
イ
ハ
ク

キ
ヽ
エ
タ
リ
ヤ
。
吉
備
カ

云
、
キ
ヽ
ツ
。
フ
ル
キ
コ
エ
三
十
余
卷
モ
ト
メ
テ
ア
タ
エ
ラ
レ
ヨ
イ
フ

ニ
、
鬼
フ
ル
キ
コ
エ
三
十
卷
モ
チ
テ
来
キ
タ
ル

。
吉
備
コ
レ
ヲ
エ
テ
、
文
選
之
上
帙
チ
ヽ

十
卷
之
ハ
シ

貼
ヲ
三
四
枚
ハ
カ
リ
ヲ
カ
キ
テ
モ
チ
タ

シ
ユ
ツ

ル
ニ
、
一
両
日
ヲ

ヘ
テ
文
選
ヲ

ク
シ
テ
樓
ニ
ウ
チ
ニ

ヲ
ク
リ
タ
ル
ニ
、
ハ
カ
せ
一
人
勅
使
ト
テ

、
コ
ヽ
ロ
ミ
ム
ト
テ
ス
ル
ニ
、
文
選
ノ

ハ
シ
ヲ
樓
之
内
ウ
チ

リ
ヤ
ウ

シ

ニ

チ
ラ
シ
ヲ
キ
タ
リ
。
唐
人
コ
レ
ヲ
ミ
テ
、
各
々
ヲ
ノ
貼

ア
ヤ
シ
ミ
テ
云
イ
ハ
ク
、

此
コ
ノ

文
ハ
マ
タ
ヤ
侍
ハ
ン
ヘ
レ

ト
イ
フ
ニ
、
多
々
ナ
リ
ト
云
テ
ア
タ
エ

フ
ミ

イ

ヒ

シ
ム
。
唐
人
ヲ
ト
ロ
キ
テ
、
コ
ノ
ヨ
シ
ヲ
帝
王
ニ

マ
ウ
ス
。
コ
ノ
書
ハ
夲
朝
ニ
ア
ル
カ
ト
ヽ
ハ
ル
ヽ
ニ
吉
備
カ

云
イ
ハ
ク

出
来
キ
タ
リ
テ

ト
シ
ヲ
ヘ
タ
リ
。

イ
テ

人
皆
口
ニ

誦
ス
ル
ナ
リ
ト
申
ス

。
唐
人
ノ

云
ク
、

此
直
ニ

ア
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
ニ
、
吉
備
ミ
ア
ハ
せ
ム
ト
イ
ヒ
テ
コ
ヒ
ウ
ケ
テ
卅
卷
カ
キ
ト
リ
テ
ワ

ミ
ナ

シ

ユ

タ
セ
ル
ナ
リ
。
サ
テ
マ
タ
樓
ヲ

ト
チ
テ
去
サ
リ
ヌ

。
唐
人
議
云
ク
、

才
ハ
ア
リ
ト
モ
、
ケ
イ
ハ
ア
ラ
シ
。
コ
ヲ
モ
チ
テ
、
コ
ヽ
ロ
ミ
ム
ト
イ
ヒ
テ
、

キ
シ
テ

サ
イ

白
石
ヲ
ハ
日
夲
ニ

擬
シ
、
黒
石
ヲ
ハ
唐
ニ

擬
シ
テ
、
此
コ
ノ

せ
ウ
フ
ヲ
モ
チ
テ
日
夲
國
ヲ

コ
ロ遺

シ
カ
イ
せ
ム
ス
ル
ヤ
ウ
ヲ
計
事
。
鬼
又
吉
備
ニ

告
ツ

シ
ロ
イ

シ

ク

ロ
イ

シ

害

樣

ハ
カ
リ
コ
ツ

ク

。
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
、
此
樣
ヲ

委
ク
ワ
シ
ク

問
ト
イ

聞
キ
ヽ

テ
、
樓
ノ

ク
ミ
イ
レ
三
百
六
十
目
指
、
聖
目
一
夜
案
シ
テ

唐
之
コ
ノ
上
手
ト

ウ
タ
シ
ム
。

モ
ク
ヲ
シ
ル
シ

ヒ
シ
リ

メ

ヒ
ト

ヨ
ニ
ア

ン

千
ヲ
ウ
チ
テ
、
十
千
マ
ケ
ナ
キ
時
ト
キ

、
吉
備
ヒ
ソ
カ
ニ
唐
ノ

カ
タ
ノ
、
ク
ロ
石
イ
シ

ヒ
ト
ツ
ヲ
ヌ
ス
ミ
テ
、
ク
チ
ニ
ノ
ム
。
唐
マ
ケ
ヌ
。
唐
人
等

ラ
カ

云
イ
ハ
ク
、

ケ
ウ
ノ
事
ナ
リ
。
コ
ノ
上
手
ハ
カ
チ
マ
ケ
ナ
シ
。
ア
ヤ
シ
キ
事
也
ト
云
ヒ
テ
、

石
イ
シ

ヲ
カ
ソ
フ
ル
ニ
タ
ラ
ス
。
仍
ヨ
テ

ホ
ク
せ
イ
ニ
オ

フ

ホ
せ
テ
ウ
ラ
ナ
ワ
シ
ム
ル
ニ
、
ヌ
ス
ミ
テ
ノ
メ
ル
ナ
リ
ト
ウ
ラ
ナ
ヒ
ツ
。
腹
ハ
ラ
ノ

中
ニ

ア
リ
。
捨
藥
ヲ

服
フ
ク

せ
シ
メ
ヨ
ト
テ
、
カ
リ
ロ
ク
丸
ヲ

フ

シ
ヤ
ヤ
ク



ク
せ
シ
ム
。
ト
ヽ
ム
ル
添
ヲ
、
モ
チ
テ
、
コ
レ
ヲ
捨
シ
ヤ

せ
ス
。
ツ
イ
ニ
勝
カ
チ

畢
ヲ
ハ
リ
ヌ

。
又
仍
唐
人
オ
ホ
キ
ニ
イ
カ
リ
テ
食
ヲ

ア
タ
エ
ス
。
鬼
ヨ
コ

ヨ
テ

シ
キ

ト
ニ
食
ヲ

ア
タ
エ
テ
、
数
月
ニ

ヲ
ヨ
ヒ
ヌ
。
又
鬼
来
テ

云
、
今
度
議
ス
ル

力
ア
リ
。
我
カ

チ
カ
ラ
ヲ
ヨ
ハ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
髙
名
ノ

有
智
徳
行
密
法

シ
キ

ス

ワ

カ
ウ
ミ
ヤ
ウ

ウ

チ

ト
ク
キ
ヤ
ウ
ミ
ツ
ホ
ウ

之
僧
ニ

寳
悉
也
ト

オ
ホ
せ
テ
、
結
界
せ
シ
メ
テ
、
文
ヲ

ツ
ク
リ
テ
貴
下
ニ

ヨ
マ
せ
ム
ト
イ
フ
コ
ト
ア
リ
。
チ
カ
ラ
ヲ
ヨ
ハ
ス
ト
イ
フ
ニ
、
吉
備
ス

ノチ
ナ
ク
シ
テ
井
タ
ル
ア
イ
タ
、
如
案
ア
ン
ノ
コ
ト
ク

樓
ヲ

ヲ
ロ
シ
テ
、
帝
王
ノ

マ
ヘ
ニ
シ
テ
ヨ
マ
シ
ム
。
吉
備
メ
ク
レ
テ
、
凢
ヲ
ヽ
ヨ
ソ

ミ
エ
ス
。
夲
朝
ニ

ム
カ

ヒ
テ
シ
ハ
ラ
ク
夲
朝
ノ

佛
神
ニ

ウ
タ
ヘ
マ
ウ
ス
。
神
ハ
住
吉
ノ

明
神
、
佛
ハ
長
谷
寺
ノ

觀
音
、
目
メ

少
ス
コ
シ

明
ア
キ
ラ
カ
ニ
兎

文
字
ハ
カ
リ
ミ
ユ
ル
ニ
ヨ
ム

カ
ミ

ス
ミ

ヨ
シ

ヘ
キ
樣
ヤ
ウ

ナ
キ
ニ
ク
モ
ノ
ヒ
ト
ツ
、
ニ
ハ
カ
ニ
ヲ
チ
キ
タ
リ
テ
、
フ
ム
テ
、
奈
比
キ
テ
ツ
ヽ
ク
レ
ミ
テ
コ
レ
ヲ
ヨ
ム
。
ミ
カ
ト
并
ナ
ラ
ヒ
ニ

作
者

ナ

ヒ

弥
々
ヲ
ヽ
キ
ニ
ヲ
ト
ロ
キ
テ
、
モ
ト
ノ
コ
ト
ク
樓
ニ

ノ
ホ
せ
テ
、
偏
ヒ
ト
エ
ニ

食
せ
サ
セ
サ
レ
ト
モ
存
命
ス

。
シ
カ
シ
タ
ヽ
樓
ヲ

閇
ト
チ
テ

自
今
已
後

イ
ヨ
／

＼

シ
キ

ヒ
ラ
カ
シ
ト
云
フ

間
ア
イ
タ

、
鬼
コ
レ
ヲ
キ
ヽ
テ
、
吉
備
ニ

ツ
ク
。
吉
備
カ

云
ク

尤
ト
モ

カ
ナ
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
若
モ
シ

此
コ
ノ

纃
ニ

百
年
ヘ
タ
ル
雙
六
ノ

ト

ス
ク

ロ
ク

筒
サ
エ
ハ
シ
侍
ハ
ン
ヘ
リ

ナ
ム
ヤ
。
鬼
ノ

云
、
ア
リ
ト
イ
ヒ
テ
、
ナ
ツ
メ
ノ
ト
ウ
、
カ
ツ
ラ
ハ
ン
、
サ
イ
ヲ
ハ
ン
ノ
上
ウ
ヘ
ニ

ヲ
キ
テ
、
ト
ウ
ヲ
ヽ
ヲ
ウ
ニ

ト
ウ唐

纃
ノ
日
月
、
符
フ
ウ

せ
ラ
レ
テ
、
二
三
日
ハ
カ
リ
不
現
ケ
ン
せ
ス

。
唐
纃
オ
ホ
キ
ニ
ヲ
ト
ロ
ク
。
オ
メ
キ
サ
ケ
フ
コ
ト
ヒ
マ
ナ
シ
。
コ
レ
ヲ
ウ
ラ

ナ
ワ
シ
ム
ル
ニ
、
術
道
ノ
モ
ノ
ヽ
フ
ウ
シ
タ
ル
ナ
リ
。
方
カ
タ
ヲ

指
サ
ス
ニ

吉
備
カ

井
タ
ル
樓
ニ

ア
タ
リ
ヌ
。
吉
備
ニ

問
ト
フ
ニ

、
吉
備
答
コ
タ
ヘ
テ

云
イ
ハ
ク

我
ワ
レ
ハ
不
知
シ
ラ
ス

。
若
モ
シ

ワ
レ
一
日
祈
念
せ
シ

。
日
夲
國
乃

仏
神
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
威
應
ア
ル
カ
。
ワ
レ
ヲ
カ
ヘ
サ
レ
ハ
サ
タ
メ
テ
現
ケ
ン

せ
ム
カ
ト

キ

ネ

ム

フ
ツ

シ
ン

イ
フ
ニ
、
カ
ヘ
ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
ハ
ヤ
ク
ヒ
ラ
ク
ヘ
シ
ト
イ
フ
ニ
ト
ウ
ヲ
ト
リ
シ
カ
ハ
、
日
現
シ

月
現
ス

。
仍
テ

カ
エ
サ
レ
シ
ナ
リ
。
我
朝
ノ
高
名
ハ

タ
ヽ
吉
備
ノ
大
臣
ニ

ア
リ
。
文
選
・
圍
碁
・
野
馬
臺
、
此
大
臣
ノ
ト
ク
ナ
リ
。

※
１
、
「
フ
ケ
ウ
」
は
『
江
談
抄
』
に
は
「
不
忠
ナ
リ
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
カ
タ
カ
ナ
「
チ
」
と
「
ケ
」
は
字
形
相
似
の
文
字
故
、
書
写
違
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
フ
ケ
ウ
」
の
文
字
で
あ
れ
ば
「
不
興
」の
意
歟
。

※
２
、
「
鬼
」
は
、
日
本
か
ら
唐
に
留
学
し
た
阿
倍
仲
麻
呂
の
靈
で
あ
り
、
真
備
の
唐
國
で
の
難
を
幇
助
す
る
役
割
を
本
譚
で
は
担
っ
て
い
る
が
、
仲
麻

呂
の
実
名
は
本
書
で
は
「
我

ワ
カ

子
孫
安
隱
ニ
氏

ウ
チ
ハ

侍
哉
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
絵
巻
物
の
詞
書
き
に
は
、
「わ
か
し
そ
む
あ
へ
の
う
ち
は
へ

シ

ソ

ン
ア
ン
ヲ
ン

ハ
ン
ヘリ

ヤ

安

邊

能

り
や
（
我
が
子
孫
安
倍
氏
侍
り
や
）
」
と
記
載
す
る
。
ま
た
、
『
江
談
抄
』
も
「
我
子
孫
安
陪
氏
侍
ヤ
」
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
倍
仲
麻
呂
を

あ

べ
の
う

じ

対
峙
し
て
こ
の
説
話
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
因
み
に
、
室
町
時
代
の
古
辞
書
『
下
學
集
』
に
は
、
「
吉
備
大
臣
」と
「
輕
大
臣
」を

併
記
し
て
い
て
、
こ
こ
で
真
備
を
助
け
る
仲
麻
呂
の
鬼
靈
と
輕
大
臣
譚
の
燈
臺
鬼
は
、
異
国
土
邦
人
譚
と
し
て
邦
人
が
描
い
た
或
種
の
大
陸
人
恐
怖

性
を
常
に
秘
め
て
傳
法
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
『
下
學
集
』
編
者
東
麓
破
衲
の
収
載
方
針
に
は
中
日
「
鬼
」
交
流
譚
を
ど
う
位
置
づ
け
る

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

※
３
，
『文
選
』は
、
梁
武
帝
長
子
蕭

統
（
昭
明
太
子
）
等
撰
、
三
十
卷
で
六
世
紀
前
半
に
成
立
。
今
、
唐
李
善
注
の
六
十
卷
が
傳
存
す
る
。
周
か
ら

り
よ
う

し
よ
う
と
う

し
よ
う
め
い
た
い
し

り

ぜ

ん

梁
に
至
る
約
千
年
間
の
美
文
八
百
編
を
文
体
別
（
賦
・
詩
）
・
時
代
別
に
編
集
し
た
中
国
現
存
最
古
の
撰
集
の
書
で
あ
る
。
本
邦
に
は
、
奈
良
時
代

に
渡
来
し
、
古
冩
本
断
簡
（
李
善
注
。
他
に
、
九
條
家
舊
藏
書
陵
部
藏
『
文
選
』
三
十
卷
の
一
部
な
ど
）
が
現
存
す
る
。
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に

「文
選
卅

昭
明
太

子

撰

、
文
選
六
十
卷

李
善

注

、
文
選
鈔
六
十
九

公
孫

羅
撰

、
…
」
と
記
録
さ
れ
、
歴
代
親
王
の
七
、
八
歳
頃
の
讀
書
始
の
教
科
書
と
な
っ
て
い
た
。
〔
神

ふ

み

は
じ
め

田
喜
一
郎
『
東
洋
學
文
獻
叢
説
』
「文
選
の
は
な
し
」
〕

※
４
，
「
囲
碁
」
は
、
遣
唐
使
時
代
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
遊
戯
で
、
名
手
と
し
て
僧
辨
正
〔
大
寳
二
年
（
七
〇
二
）
に
入
唐
〕
、
奕
碁
の
名
手
伴
宿
祢

少
勝
雄
〔
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
入
唐
〕
し
て
い
る
。
唐
の
蘇
鶚
著
『
杜
陽
雜
編
』
に
は
、
大
中
年
間
（
八
四
七
―
八
五
九
）
に
入
唐
し
た
日
本

国
皇
子
と
中
国
随
一
の
名
手
顧
師
言
と
手
合
わ
せ
し
、
こ
の
名
手
の
「鎭
神
頭
」の
手
に
よ
り
皇
子
が
負
け
る
話
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
吉
備
大
臣

の
逆
譚
と
な
っ
て
い
る
。
本
邦
古
辞
書
、
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
に
、
「
碁

コ

／
亦
乍
棊
朸
尭
造
之

。
圍
碁

コ

。
碁
伎

コ
ハ
ン

。
棊
。
枰

已
上
同

。
碁
子

コ
シ
コ
イ
シ

。各
白
黒
百
七
十

」

〔
卷
七

②
〕
と
し
、
晉
の
張
華
著
『
博
物
誌
』
の
「
堯
ハ
圍
棊
ヲ
造
リ
、
子
ノ
丹
朱
ニ
教
ウ
。
舜
子
ノ
商
均
愚
ナ
ル
ノ
故
ニ
圍
棊
ヲ
作
リ
テ
之
ヲ
教
ウ
。
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ソ
ノ
法
智
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
」
の
文
言
を
以
て
そ
の
起
源
と
し
て
い
る
。

※
５
，
「
訶
梨
勒
丸
、
呵
梨
勒
丸
」
は
、
シ
ク
ン
シ
科
の
落
葉
喬
木
の
名
。
中
国
・
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
・
マ
レ
ー
半
島
に
産
し
、
木
の
高
さ
は
三
十
㍍
に
達

か

り

ろ

く

が

ん

き
ょ
う
ぼ
く

し
、
白
き
花
を
咲
か
せ
、
果
実
は
褐
色
卵
円
形
で
縱
に
五
稜
乃
至
六
稜
の
襞
が
あ
り
、
こ
れ
を
薬
と
す
る
。
『
金
光
明
最
勝
王
經
』
除
病
品
に
、
「
呵

じ
よ
び
や
う
ほ
ん

梨
勒
は
、
六
味
を
具
へ
能
く
一
切
の
病
を
除
き
藥
中
の
王
な
り
」
と
記
載
す
る
。
本
邦
に
は
鑑
真
和
尚
が
伝
え
た
と
す
る
。
藤
原
明
衡
編

あ
き
ひ
ら

『
新
猿
楽
記
』
一
卷
に
舶
来
品
五
十
餘
種
の
一
つ
と
し
て
「
可
梨
勒
」
を
記
載
す
る
。
源
爲
憲
『
三
寳
繪
詞
』
〔
三
卷
、
永
觀
二
年
成
〕
に
も
「
訶
梨
勒

し
ん
さ

る
が
く
き

丸
」
の
名
が
見
え
る
。
実
際
に
、
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
永
延
元
年
六
月
九
日
、
十
一
日
、
十
四
日
の
記
録
に
服
用
藥
と
し
て
記
載
が
見
え
て
い
る
。

※
６
，
「
野
馬
臺
詩
」
は
、
字
謎
詩
の
題
名
に
て
、
五
言
二
十
四
句
の
難
訓
詩
で
あ
る
。
『
古
事
類
苑
』
姓
名
部
所
引
、
古
鈔
本
『
下
學
集
』
卷
上
附
後

や

ば

だ

い

の

し

野
馬
臺
詩
海
蔵
祖
註
に
所
載
。



大
東
急
記
念
文
庫
に
は
久
原
文
庫
旧
蔵
「
南
都
諸
大
寺
縁
起
」
一
卷
〔
巻
頭
部
佚
〕
の
書
名
不
明
な
書
が
あ
る
。
他
類
書
か
ら
こ
の
書
が
『
建
久

御
巡
禮
記
』
〔
（
一
一
九
二
年
）
〕
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
書
の
巻
末
第
二
十
七
紙
か
ら
第
三
十
紙
に
、
本
物
語
が
書
写
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
内
容
が
『
江
談
抄
』
所
収
の
文
面
と
概
ね
合
致
し
、
上
記
參
考
資
料
に
掲
げ
た
角
川
書
店
刊
行
の
「
日
本
絵
巻
物
全
集
」
末
尾
に
挙
げ
た
三

本
対
校
を
以
て
見
る
と
き
、
平
安
時
代
末
期
頃
に
は
こ
の
「吉
備
大
臣
入
唐
」
譚
が
愛
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

※
７
，
『
聖
徳
太
子
日
本
國
未
來
記
』
一
册
〔
青
森
弘
前
市
立
図
書
館
藏
、
請
求
番
号
Ｗ
一
八
〇-

〇
九
、
江
戸
期
慶
安
元
年
初
冬
〕
の
写
本
が
あ

り
、
「
太
子
厩
戸
奉
勘
之
」
と
し
て
「右
此
書
出

ツ
二

于
攝
州
天
王
寺
寳
庫

ヨ
リ

一

」と
あ
る
。

※
８
，
阿
倍
仲
麻
呂
は
、
霊
亀
三
年(

七
一
七)
三
月
、
第
八
次
遣
唐
使
の
留
学
生
と
し
て
入
唐(

二
十
歳)

。
唐
の
太
学
に
学
び
、
科
挙
に
合
格
、
唐

朝
の
諸
官
を
歴
任
し
た
。
同
行
し
た
真
備
・
玄
昉
ら
は
天
平
六
年
末
、
帰
国
の
途
に
つ
く
が
、
仲
麻
呂
は
帰
朝
を
許
さ
れ
ず
、
そ
の
後
も
唐
に
留
ま

っ
た
。
天
平
勝
宝
五
年(

七
五
三)

、
遣
唐
大
使
藤
原
清
河
ら
と
延
光
寺
で
鑑
真
に
面
会
し
て
渡
日
を
依
頼
。
そ
の
際
自
ら
も
帰
国
を
願
っ
て
許
さ

れ
た
が
、
日
本
へ
向
か
っ
た
船
は
途
中
暴
風
に
遭
っ
て
難
破
、
安
南(

ベ
ト
ナ
ム)

に
漂
着
し
、
再
び
唐
に
戻
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
の
ち
、
玄
宗

な
ど
に
仕
え
て
従
三
品
の
高
位
に
ま
で
の
ぼ
る
。
李
白
・
王
維
ら
文
人
と
交
流
し
、
そ
の
詩
は
の
ち
清
乾
隆
帝
勅
撰
の
『
全
唐
詩
』
に
も
収
め
ら
れ
て

い
る
。
宝
亀
元
年(

七
七
〇)

、
在
唐
五
十
四
年
、
七
十
三
歳
に
し
て
唐
の
都
長
安
に
骨
を
埋
め
た
。
和
歌
は
『古
今
和
歌
集
』
卷
第
九
・
羇
旅
哥

番
406

の
「も
ろ
こ
し
に
て
月
を
見
て
よ
み
け
る
」の
一
首
と
し
て
、

あ
ま
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
か
す
が
な
る
み
か
さ
の
山
に
い
で
し
月
か
も

が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。
「
こ
の
歌
は
、
昔

、
仲

麿
を
、
も
ろ
こ
し
に
物

習
は
し
に
遣
は
し
た
り
け
る
に
、
あ
ま
た
の
年
を
経
て
帰
り
ま
う
で
来
ざ

う
た

む
か
し

な
か
ま
ろ

も
の
な
ら

つ
か

り
け
る
を
、
こ
の
国
よ
り
ま
た
使
ま
か
り
至
り
け
る
に
た
ぐ
ひ
て
、
ま
う
で
来
な
む
と
て
出
で
立
ち
け
る
に
、
明

州
と
い
ふ
所
の
海
辺
に
て
、
か
の
国

メ
イ
シ
ウ

う
み
べ

の
人
、
う
ま
の
は
な
む
け
し
け
り
。
夜
に
な
り
て
、
月
の
い
と
お
も
し
ろ
く
さ
し
出
で
た
り
け
る
を
見
て
、
よ
め
る
と
な
む
、
語
り
つ
た
ふ
る
」
と
あ
り
、

か
た

頭
注
に
「
金
玉
、
深
窓
、
万
葉
、
ア
マ
ノ
ハ
ラ
フ
リ
サ
ケ
ミ
レ
ハ
ヨ
ウ
フ
ケ
ニ
ケ
ル
ヨ
シ
ヱ
カ
シ
ヒ
ト
リ
ヌ
ル
ヨ
ハ
ア
ケ
ハ
ア
ケ
ヌ
ト
モ
」
と
記
載
す
る
。

【
通
釈
】
大
空
を
は
る
か
に
仰
ぎ
見
れ
ば
、
月
が
出
て
い
る
。
今
や
微
か
な
記
憶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
春
日
の
三
笠
山
―
―
そ
の
山
か
ら
昇
る
の
を
眺

め
た
月
と
、
同
じ
月
な
の
だ
な
あ
。

【
語
釈
】

◇
あ
ま
の
原

広
々
と
し
た
大
空
。
空
を
平
原
に
な
ぞ
ら
え
て
言
う
。
『
土
左
日
記
』
で
は
こ
の
句
「
青
海
原
」
と
す
る
。
◇
ふ
り
さ
け
見
れ
ば

遥

か
に
仰
ぎ
見
れ
ば
。
「
ふ
り
」
は
振
り
仰
ぐ
。
「
さ
け
」
は
遠
く
離
す
、
遠
い
距
離
を
置
く
。
◇
か
す
が
な
る

春
日
に
あ
る
。
「
微
か
な
る
」
と
掛
詞
。

「
は
や
『
か
す
か
な
る
』
記
憶
し
か
残
っ
て
い
な
い
故
郷
の
山
と
、
確
実
な
記
憶
と
し
て
の
月
の
姿
と
を
対
比
し
た
表
現
が
際
だ
っ
て
い
る
」
（
小
松
英
雄

『
や
ま
と
う
た

古
今
和
歌
集
の
言
語
ゲ
ー
ム
』
）。
春
日
は
、
今
の
奈
良
県
奈
良
市
東
部
、
春
日
大
社
と
そ
の
周
辺
の
地
。

◇
み
か
さ
の
山

春
日
大
社
背
後
の
山
。
山
容
が
天
皇
に
差
し
掛
け
る
衣
笠(

絹
張
り
の
傘)

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
い

う
。

◇
い
で
し
月
か
も

「
し
」
は
い
わ
ゆ
る
過
去
回
想
の
助
動
詞
。
作
者
が
月
を
見
て
い
る
の
は
唐
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
月
に
よ
っ
て
、
昔
奈
良
で
見

た
月
を
回
想
し
て
い
る
。

【
参
考
歌
】
間
人
宿
祢
大
浦
「
万
葉
集
」



天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
白
真
弓
張

り
て
懸
け
た
り
夜
路
は
よ
け
む

作
者
不
詳
「
万
葉
集
」(

旋
頭
歌)

春
日
な
る
三
笠
の
山
に
月
も
出
で
ぬ

か
も
佐
紀
山
に
咲
け
る
桜
の
花
の
見

ゆ
べ
く

《
宮
内
庁
書
陵
部
藏
》
『
古
今
和
歌

集
』
書
込
み

仲
麿
朝
臣
公
卿
也

中
務
大
甫
正

五
位

上
舩
守
子
靈
龜

二
年
八

月
廿
二
日
馬
遣
唐
使
斈
生
唐

朝

賜
姓
朝
氏
名
衡

字
雖
然
多
不
記

從
八
位
上
安
樊
―
―
大
唐
光
銀
大
夫
散

騎
常
侍
兼
比
海
部
我
開

國
旦
贈
唱
洲
大
郡

督
靈
龜
二
ヶ
入

唐
羊
十
金

六

天
寳
十
二
年
与
我

使
藤
原
行

清
同

舩
得
婦
遇
風
難

漂
廻
唐
國

馬
郡

盗
違
云
々
年
七
十

□
不
能

季
注
之
銀

大
夫
安
樊
明
衡
是

也
。


